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02　高畠町合同式典02　高畠町合同式典
05　冬期間は水道検針をお休みします05　冬期間は水道検針をお休みします
06　雪道の安全確保のため除雪作業にご協力ください06　雪道の安全確保のため除雪作業にご協力ください
27　これからも公立高畠病院は地域医療を担っていきます !!27　これからも公立高畠病院は地域医療を担っていきます !!

TopicTopic 人口と世帯数

11 月１日現在

人口 23,203 人

男 11,340 人

女 11,863 人

世帯数 7,674 世帯

®

令令令

®

【【高畠町ホームページ】高畠町ホームページ】httpshttps://www.town.takahata .yamagata . jp://www.town.takahata .yamagata . jp
【【高畠町 Faceboo k】高畠町 Faceboo k】https://www.facebook.com/town.takahathttps://www.facebook.com/town.takahataa
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「
今
日
は
自
分
に

「
今
日
は
自
分
に
100100
点
を
あ
げ
た
い
」

点
を
あ
げ
た
い
」

川
野
Ｖ

川
野
Ｖ  

日
本
新
で
五
輪
内
定
！

日
本
新
で
五
輪
内
定
！

本紙14 ページに関連記事を掲載しています本紙14 ページに関連記事を掲載しています
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　　11 月３日文化の日、町文化ホール「まほら」にお11月３日文化の日、町文化ホール「まほら」にお
いて、令和元年度高畠町功労者表彰式と第 39回高畠いて、令和元年度高畠町功労者表彰式と第 39回高畠
町町民憲章推進大会が合同で行われました。町町民憲章推進大会が合同で行われました。

高畠町合同式典高畠町合同式典

功 労 者 表 彰功 労 者 表 彰
自
治
功
労

自
治
功
労

　

高
畠
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平

成
14
年
か
ら
令
和
元
年
８
月
ま
で

の
５
期
17
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
を
は
じ
め

議
会
運
営
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
高
畠
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
９
月
ま
で
の
、

４
期
16
年
間
に
わ
た
り
、
選
挙
の

適
正
な
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
は
、
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
本
町
の
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 島津　元さん（筋） 小松政一さん（山越）

自
治
功
労

金子  清さん（上和田第一） 杉森美枝子さん（入生田北）

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
53
年
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
40
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢

調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務

を
遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
高
畠
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
９
月
ま
で
の
、

５
期
20
年
間
に
わ
た
り
、
選
挙
の

適
正
な
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
は
、
委

員
長
職
務
代
理
者
を
務
め
ら
れ
、

本
町
の
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

土屋武德さん（安久津二）

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、

昭
和
53
年
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま

で
の
40
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多

く
の
統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統

計
調
査
員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速

に
業
務
を
遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本

町
の
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

土屋一弘さん（高安）

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
55
年
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
39
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢

調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務

を
遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

佐藤　満さん（馬頭東）

　

平
成
15
年
か
ら
平
成
31
年
４
月

ま
で
の
16
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
、
和
田
財
産
区
管
理
委
員
を
は

じ
め
同
財
産
区
会
長
、
高
畠
町
財

産
区
連
合
協
議
会
長
を
務
め
ら

れ
、
山
林
の
管
理
や
林
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
功
労

　この席上、各種分野で功労のあった方々に対し、表　この席上、各種分野で功労のあった方々に対し、表
彰と感謝状が贈られました。彰と感謝状が贈られました。

２

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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高
畠
町
酒
米
研
究
会

　

保
護
司
と
し
て
、
平
成
４
年
か

ら
平
成
30
年
12
月
ま
で
の
26
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
高
畠
町
保
護

司
会
会
長
を
は
じ
め
東
置
賜
地
区

保
護
司
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
児

童
生
徒
等
に
力
と
勇
気
を
与
え
、

更
生
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
所
得
の

向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
３
年
に

組
織
化
し
、
長
年
に
わ
た
り
会
員

の
圃
場
の
巡
回
指
導
や
研
修
会
等

を
実
施
し
、
酒
米
の
品
質
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
酒
造
メ
ー
カ
ー
と
連

携
し
商
品
開
発
を
行
う
な
ど
、
模
範

的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

感 謝 状 贈 呈感 謝 状 贈 呈

髙
橋
基
代
子 

さ
ん

（
二
井
宿
地
区
）

　

平
成
19
年
か
ら
地
区
公
民
館
の

「
健
康
運
動
教
室
」「
い
き
い
き
運
動

教
室
」
の
立
ち
上
げ
・
継
続
実
施
に

尽
力
い
た
だ
き
、
地
区
の
健
康
運
動

指
導
者
の
代
表
と
し
て
社
会
福
祉
へ

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
体
操
教
室
を
実
施

し
、
思
い
や
り
の
あ
る
健
康
的
な
地

域
づ
く
り
の
活
動
実
践
と
し
て
社
会

福
祉
へ
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
よ
さ
こ
い
踊
り
を

通
し
青
少
年
育
成
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
地
域
行
事
の
積
極
的
な
参
加

に
よ
り
地
域
活
性
化
へ
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

D
ragon  Tears　

絆

　
　
　
　
　
　
（
屋
代
地
区
）

亀
岡
健
康
体
操
教
室

　
　
　
　
　
　
（
亀
岡
地
区
）

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

　町民憲章優秀実践団体、個人および町民憲章作文コンクール（応募総数 608 点）入賞者の表彰
が行われ、その後作文コンクール各４部門の最優秀作文の朗読がありました。

町民憲章表彰町民憲章表彰

岡
崎
詔
一
さ
ん

（竹中）

渡部京一さん（下和田12）

　

昭
和
53
年
４
月
に
入
団
以
来
、

平
成
31
年
３
月
に
退
団
す
る
ま
で

41
年
間
消
防
団
員
と
し
て
在
籍
、

そ
の
間
副
団
長
と
し
て
13
年
間
、

消
防
団
長
と
し
て
10
年
間
、
町
消

防
防
災
の
重
責
を
担
わ
れ
、
特
に

消
防
団
の
活
性
化
対
策
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

消
防
・
防
災
功
労

保
健
衛
生
功
労

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
30
年

３
月
ま
で
の
９
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
高
畠
町
病
院
事
業
管
理
者

と
し
て
、
地
域
医
療
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
病
院
経
営
の
改
善

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 大浦利延さん（田沢）

高
畠
町
屋
内
遊
戯
場

建
設
関
係
感
謝
状

　

高
畠
町
屋
内
遊
戯
場
整
備
事
業

に
係
る
設
計
・
監
理
・
建
材
調
達
・

各
種
工
事
等
を
請
け
負
わ
れ
、
優

良
な
子
育
て
環
境
の
整
備
に
大
き

く
貢
献
し
、
本
町
の
児
童
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
プ
レ
イ
ス
株
式
会
社

羽
山
総
合
建
設
株
式
会
社

高
畠
町
木
材
業
組
合

株
式
会
社
金
子
建
設

東
北
電
化
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
ア
オ
キ
調
査
設
計
事
務
所

大
浦
工
業
株
式
会
社

高
畠
町
立
図
書
館

建
設
関
係
感
謝
状

パ
ワ
ー
プ
レ
イ
ス
株
式
会
社

羽
山
総
合
建
設
株
式
会
社

高
畠
町
木
材
業
組
合

株
式
会
社
ハ
ギ
ウ
ダ

株
式
会
社
ス
ズ
デ
ン

ヤ
マ
ザ
キ
建
設
株
式
会
社

　

高
畠
町
立
図
書
館
整
備
事
業
に

係
る
設
計
・
監
理
・
建
材
調
達
・

各
種
工
事
等
を
請
け
負
わ
れ
、
教

育
環
境
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
、

本
町
の
生
涯
学
習
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

３

一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 
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▼
優
秀
／

　

佐
藤　

梨
菜
（
屋
代
小
２
年
）

　

佐
藤　

愛
菜
（
和
田
小
３
年
）

▼
佳
作
／

　

中
川　

桜
榎
（
高
畠
小
３
年
）

　

堀
内　

夢
愛
（
二
井
宿
小
１
年
）

　

大
浦　

悠
那
（
二
井
宿
小
２
年
）

　

中
山　

結
人
（
屋
代
小
２
年
）

　

平　
　

晄
成
（
亀
岡
小
２
年
）

　

添
川　

夢
叶
（
和
田
小
１
年
）

　

渡
部　

結
人
（
和
田
小
３
年
）

　

渡
部　

羽
泉
（
和
田
小
３
年
）

　

竹
股　

華
倫
（
糠
野
目
小
２
年
）

　

佐
藤　

陽
和
（
糠
野
目
小
２
年
）

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

「
大
好
き
、高
畠
町
の
し
ぜ
ん
」

最
優
秀

二井宿小学校３年
梅津 さくら

▼
優
秀
／

　

遠
藤　

悠
馬
（
屋
代
小
４
年
）

　

遠
藤　

奈
結
（
糠
野
目
小
４
年
）

▼
佳
作
／

　

中
川　

颯
（
二
井
宿
小
４
年
）

　

大
浦　

幸
太
（
二
井
宿
小
５
年
）

　

後
藤　

天
祢
（
屋
代
小
６
年
）

　

近
野　

歩
叶
（
亀
岡
小
４
年
）

　

清
水　

隆
史
（
亀
岡
小
４
年
）

　

清
水　

俊
輔
（
亀
岡
小
６
年
）

　

小
黒　

悠
衣
（
和
田
小
４
年
）

　

近
野　

櫻
（
和
田
小
４
年
）

　

平　

謙
将
（
和
田
小
６
年
）

　

山
田
実
怜
（
糠
野
目
小
６
年
）

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

「
ぼ
く
達
の
暮
ら
し
が

未
来
を
変
え
る
」

最
優
秀

屋代小学校６年
狩野  祐輔

▼
優
秀
／

　

古
藤　

郁
琉
（
高
畠
中
２
年
）

　

武
田　

優
都
（
高
畠
中
２
年
）

▼
佳
作
／

　

小
玉　

萌
美
（
高
畠
中
２
年
）

　

大
浦　

日
菜
（
高
畠
中
２
年
）

　

佐
藤
な
の
は
（
高
畠
中
２
年
）

　

田
中　

亜
実
（
高
畠
中
２
年
）

　

玉
橋　

咲
彩
（
高
畠
中
２
年
）

　

佐
藤　

未
莉
（
高
畠
中
２
年
）

　

竹
股　

琉
一
（
高
畠
中
２
年
）

　

本
望　
　

輝
（
高
畠
中
２
年
）

《
中
学
校
の
部
》

「
倭
舞
を
受
け
継
ぐ
大
切
さ
」

最
優
秀

高畠中学校３年
情野  紗希

▼
優
秀
／

　

杉
原　

美
羽
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

釜
田　

千
優
（
高
畠
高
校
３
年
）

▼
佳
作
／

　

大
塚　

瀬
菜
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

島
貫　

未
羽
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

安
部　
　

倫
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

菊
地　

麗
花
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

新
藤　
　

廉
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

柳　
　

美
歩
（
高
畠
高
校
２
年
）

　

加
藤　

清
音
（
高
畠
高
校
３
年
）

《
高
校
の
部
》

「
自
然
と
歴
史
を
愛
す
る
町
」

最
優
秀

高畠高校２年
濱田  陸

町民憲章作文コンクール入賞者町民憲章作文コンクール入賞者（敬称略）

▶
開
式
前
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
：
県
民
歌
「
最

上
川
」
斉
唱
（
高
畠
高

校
生
）

▶
閉
式
後
行
わ
れ
た「
中

高
生
海
外
派
遣
研
修
」

の
報
告
会
の
様
子

４

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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　おやすみ前や長期間不在になる時など、必ず水抜き栓を閉めてください。
　不凍水抜栓使用時は、全開または全閉でご使用ください。なお、開け閉めが不完全ですと、水が完全に
抜けず、凍結や破裂の原因となることや、不凍水抜栓からの漏水の原因になりますのでご注意ください。
　凍結防止のために常時流れたままの給水装置もあり、思いがけず水道料金が高額になることがありま
す。正しい使用法について、給水設備工事店に確認してください。

◎◎転居・転出・転入転居・転出・転入の届出を忘れずにの届出を忘れずに
　町内での転居、町内外への転入・転出などの場合、
水道の名義変更が必要になります。日程が決まりまし
たら、早めに町上下水道課にお届けください。
　また、冬期間の異動で精算が必要な場合は、メーター
付近の除雪について、ご協力をお願いします。

凍結と破裂を防ぐ有効な手段は？凍結と破裂を防ぐ有効な手段は？

応急処置は？応急処置は？

　寒さが厳しくなる 12月から２月にかけて水道凍結が多くなります。外気温がマイナス４度以下になる
と、凍結により水道管が破裂することがあります。水道管が破裂すると、たくさんの水がムダになるだけ
でなく、水道料金や修理代が自己負担となります。
　特に、水道管が次のようなときは防寒に十分注意しましょう。

【凍って水が出ないとき】
　蛇口や露出している管（保温管は取り外す）に布やタオルを巻き付け、上からゆっくりお湯をかけてく
ださい。凍った部分が溶けて水が出ます。
（注意）熱湯を直接かけたり、直火をあてたりすると、蛇口や水道管が破裂する危険がありますのでご注
　　　  意ください。
【破裂したとき】
　まず、メーターボックスの中などにある止水栓を閉めてください。止水栓がわからなかったり、止めら
れないときは、破裂した箇所に布やテープなどを巻きつけ、とにかく水を止めましょう。その上で給水設
備工事店にご連絡ください。

◎１月～３月分は
推定料金でのご請求となります

　冬期間（１～３月）は積雪のため水道メーター
の検針が困難になることから、推定料金でご請求
させていただきます。
　推定料金は 12 月分の使用水量により算定しま
すが、新築・転入などで使用水量の増加が見込ま
れるときや冬期間は使用せず水量が減るときなど
は変更することができますので変更を希望される
方は、町上下水道課までご連絡ください。
　なお、冬期間料金の過不足は令和２年４月分以
降の料金で調整させていただくことになります。

◎空き家をお持ちの方、◎空き家をお持ちの方、
　冬期間留守にされる方へ　冬期間留守にされる方へ
　空き家や空き部屋をお持ちの場合、また、入院や施
設への入所などで長期にわたり不在となる場合は、
メーターボックスの中にある止水栓を閉めてくださ
い。凍結事故防止と万が一の宅内漏水の防止につなが
ります。

冬期間の水道管凍結にご注意ください!!冬期間の水道管凍結にご注意ください!!

冬期間は水道検針をお休みします
▶問合せ先╱▶問合せ先╱町上下水道課業務係　☎（52）４４８３町上下水道課業務係　☎（52）４４８３

○屋外にあって、むき出しになっている場合　　○北向きの寒い所にある場合

○日照時間の短い所にある場合　　　　　　　　○風当たりの強い所にある場合

○長期間使用しない場合

５

　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
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だ
さ
い
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業
に
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く
だ
さ
い

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　除雪の要望・問題点は集落ごとにまとめて、区長さん
が代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈰～令和２年３月31日㈫
　●場　　所／創造の館内
　●連 絡 先／☎（52）２６２０ 　℻  （52）２６２２
　●受付時間／８時30分～17時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。

要
望

苦情

問
題
点

連絡

役場

除雪ステーション

除雪業者

住民

住民

住民
協議

区長

連絡

対応

６

　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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第４次　地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定しました！第４次　地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定しました！
～「共に生きる」幸せなまちづくり～～「共に生きる」幸せなまちづくり～

◆はじめに◆

　高畠町も高齢化、少子化、人口減少が進んでいます。

孤立・ひきこもり・虐待・孤独死など福祉課題が複雑

多様化している状況があります。安心して住み続ける

には、多方面に渡った計画的な対応策、取り組みが必

要だといえます。

　そこで、誰にも居場所や役割があり、「支える側」「支

えられる側」に分かれることなく、互いに支え合い、

人にやさしい共生社会の実現を目指し、令和元年度か

ら 5年度までの 5か年を期間とする計画が策定され

ました。

◆この計画の位置づけ◆

　社会福祉法に定められた計画です。地域福祉計画は

子ども・障がい者・高齢者をはじめとする福祉の各分

野に共通する事項を定める「上位計画」として策定さ

れ、高畠町防災計画など関連する計画との整合性が図

られています。

地域福祉って何？

　「地域福祉」とは、誰もが住みなれた家庭や

地域で安心していきいきと暮らしていくため

に、制度によるサービスを利用するだけでなく、

地域での人と人のつながりを大切にし、お互い

に助け合う関係を築きながら、誰もが支え合う

地域共生社会を実現しようとするものです。

【例えば・・・】
・一人暮らしで災害が起こったら心配だなぁ

・近くにお茶のみできる人がいなくなったなぁ

・子育ての仲間がいたら相談できるのに・・・

・近所の〇〇さん、最近見かけないけど元気かな

・ボランティアをやりたけどどこに相談したら

　いいかわからないなぁ？

など、日常の心配や気づき、思いを受け止め、

様々な立場の方たちが協働しながら対応を探

ります。

策定委員から
一言

※役職等は策定当時
　のものです

　高畠町に住む一人ひと
りの福祉をどう護り、創
るかを考えた計画です。
行政、社協だけでなく町
のあらゆる方々が参加し
実現をめざす計画です。
楽しみです。
◎立教大学コミュニティ
　福祉学部福祉学科教授
　西田恵子委員

　私は民生委員としてこ
れからますます高齢化が
進む中、私達の任務はよ
り一層の見守りと支えが
求められます。安心して
暮らせる助けになりたい
と思います。
◎高畠町民生委員
　児童委員協議会　副会長
　井田操子委員

　策定に携わって、改め
て、地域のつながりを強
めることが大事であるこ
とを学びました。
　私も、地区づくりに関
わりながら、絆づくりに
努めていきたい。
◎社会福祉協議会理事
　野本弘委員

　立場が違う方々から、
違う視点の考えを聞く機
会となり、自分の学ぶ機
会にもなりました。
　人がつながり、皆に優
しい環境が整うことを期
待します。
◎公立高畠病院看護部長　
　高橋由美委員

　少子高齢化や人口減少
が進行し、高齢者だけの
世帯が増加しています。
このような中、お互いを
思いやり助け合う地域作
りが求められていると思
います。
◎島津　弘一委員

　関わらせていただき感
謝です。素敵な計画が出
来上がったと思います。
全ての町民の皆様が関
わって実践されますこと
を祈念します。キーワー
ドは我が事です！
◎山形県社会福祉協議会　
　地域福祉部長　
　植木憲司委員

　今回地域福祉に携わり
多くを学びました。子育
て世代と若者団体の代表
として若者の意見を代弁
しました。今後も地域の
力になりたいと思いま
す。
◎おれまか元代表
　大塚栄一委員

　私は主任児童委員とし
て子ども達と関わってき
ました。少子化が進む中、
安心して子育てができる
ように、また、子ども達
の健全育成に少しでも力
になりたいと思います。
◎主任児童委員　
　酒井啓子委員

　身体障がい者相談員を
しています。年齢や障が
いの有無に関わらず、暮
らし易い高畠町を行政と
住民とが協力し合って築
いていくことを期待して
います。
◎高畠町身体障がい者相談員　
　斎藤洋子委員

８
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　社会の状況が変化し福祉ニー

ズが多様化するなか、年齢や経

験、立場、心身の機能などに関

係なく、誰もが高畠町の地域福

祉を創ることに関わることが期

待されています。他者の困りご

とに気づき、より過ごしやすい

環境をともにつくっていく人材

を育て、増やしていきます。

地域を支える
「人」を育てます

◆基本目標１◆

　地域での交流やつながりが少
なくなり、悩みを抱えている人
を早期に見つけることや、困っ
たときに助け合う関係が弱く
なっています。
　住民のつながりはもとより、
関係機関・団体が縦横につなが
り、様々な「支える」を叶える
活動の促進、情報の整備と活用、
体制の構築、交流の促進をはか
ります。

みんなで支える
「つながり」をつくります

◆基本目標２◆

　地域を支える人が育ち、つな

がりやつながる体制が充実し、

支援が必要な人が適切な支援を

受けられるようにするためのし

くみや、支える基盤づくりを推

進します。

誰もが安心して暮らせる
「しくみ」をつくります

◆基本目標３◆

地域福祉シンポジウム地域福祉シンポジウム
日時：令和２年２月１日（土）　13 時 30 分～ 15 時 45 分

場所：屋代地区公民館　　※詳しくは、広報１月号に掲載

◆基本計画と施策◆

１．人と人がふれあう福祉コミュニティづ
　　くりの推進
（１）地域の困りごとに気づき、話し合うためのきっ

かけづくり
（２）地域住民自らが進めるコミュニティ活動の活性

化と支援
（３）地域の見守り支え合うしくみづくり

２．地域支え合いの充実
（１）地域福祉の担い手の育成・強化
（２）地域福祉の担い手が活躍できるしくみづくり
（３）地域住民の拠点づくり

３．いつまでも健やかで心豊かに生活でき
　　る環境づくり
（１）心の健康づくり推進
（２）健康を支える地域づくり

４．未来を築く子どもが健やかに育つため
　　の環境づくり
（１）地域ぐるみの子育ての推進
（２）やさしい心を育む環境の推進

５．必要な支援を包括的につなぎ、つなげ
　　る体制の充実
（１）さまざまな相談の充実とネットワークの強化
（２）地域全体で支え合う体制の推進

６．地域で誰もが安心して暮らせる快適な
　　環境づくり
（１）安心して暮らせる生活環境の整備促進
（２）新たな課題に対応した福祉サービスの促進
（３）課題を抱える人の就労や活躍の場の支援

７．一人ひとり誰もが尊重され大切にされ

　る環境づくり
（１）権利擁護のための支援の充実
（２）虐待を地域で防ぐネットワークの構築

◆基本目標◆

計画書は

町ＨＰから

ダウンロード

できます！

９



      2019.12

歳入歳入 収入済額　54 億 5,048 万円
収入率　　48.8％ 歳出歳出 執行済額　45 億 7,771 万円

執行率　　41.0％

　

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町
で
は

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町
で
は

ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
、
財
産
や

ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
、
財
産
や

借
入
金
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
と

借
入
金
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
と

い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
令
和
元
年
９
月
末
現
在

　

こ
の
度
は
、
令
和
元
年
９
月
末
現
在

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出予算額

111111 億億 7,4097,409 万円万円

令和元年度上半期（４月１日～９月令和元年度上半期（４月１日～９月 3030 日）日）

町の財政状況をお知らせします町の財政状況をお知らせします

▲屋内遊戯場「もっくる」
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特　　別　　会　　計

会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 執　行　済　額

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億1,522万円 3億7,971万円 3億5,416万円

農業集落排水事業特別会計 8,055万円 4,985万円 3,346万円

特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 8,934万円 3,755万円 2,494万円

飲料水供給事業特別会計 308万円 58万円 119万円

国民健康保険特別会計 25億5,897万円 9億7,132万円 11億1,093万円

介 護 保 険 特 別 会 計 27億7,309万円 11億3,543万円 10億3,189万円

後期高齢者医療特別会計 2億3,731万円 7,473万円 5,273万円

訪問看護事業特別会計 2,920万円 566万円 1,315万円

財 産 区 特 別 会 計
(高畠・二井宿・屋代・和田) 880万円 66万円 194万円

合　　　　計 65億9,556万円 26億5,549万円 26億2,439万円

町　債　等　の　状　況

会　計　名 9月末起債残高 一時借入金
残　　　高

一 般 会 計 133億4,427万円 0万円

下水道事業特別会計 36億6,669万円 0万円

農業集落排水事業特別会計 3億1,056万円 0万円
特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 2億7,603万円 0万円

飲料水供給事業特別会計 1,987万円 0万円

水 道 事 業 会 計 4億4,989万円 0万円

病 院 事 業 会 計 19億3,465万円 0万円

計 200億196万円 0万円

町　有　財　産　の　状　況
平成31年3月末日現在高との比較

区　　　分 元年9月末現在 増　減

土　　　　　地 23,742,995㎡ 19,531㎡

建　　　　　物 106,030㎡ 1,476㎡

有　価　証　券 439万円 0万円

出資による権利 2億1,573万円 0万円

基　　金　　の　　状　　況
平成31年3月末日現在高との比較

区　　　分 元年9月末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 5億4,267万円 5万円

減 債 基 金 4億1,556万円 7万円

公 共 施 設 等
整 備 基 金 4億6,171万円 7万円

人 材 養 成 基 金 1,464万円 0万円

スポーツ振興基金 2,232万円 0万円

国民健康保険基金 4億1,894万円 0万円

地 域 福 祉 基 金 6,678万円 0万円

介 護 保 険
介 護 給 付 費
準 備 基 金

2億6,679万円 0万円

財 産 区 基 金
（高畠、二井宿、屋代、和田） 1億3,825万円 0万円

そ の 他 14億3,180万円 7,013万円

計 37億7,946万円 7,032万円

公　営　企　業　会　計

区　　　分 収　　入 支　　出 差し引き

病院事業会計
収益的収支 12億7,155万円 9億9,504万円 2億7,651万円

資本的収支 1億7,211万円 2億676万円 ▲3,465万円

水道事業会計
収益的収支 2億6,633万円 1億736万円 1億5,897万円

資本的収支 255万円 2,969万円 ▲2,714万円
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第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）の

第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）の

指
標
の
達
成
状
況
に
つ
い

指
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
てて

平
成
21
年

度
を
初
年
度

と
す
る
「
第

５
次
高
畠
町

総
合
計
画
」（
平
成
21
年
度
〜

30
年
度
）
を
『
い
の
ち
輝
く
未

来
宣
言
』
と
し
、
そ
の
実
現
の

た
め
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て

政
策
ご
と
に
具
体
的
な
数
値
等

で
示
し
た
86
の
関
連
指
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

指
標
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
の
目
標
値
に
対
し
、
そ
の

達
成
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
計
画
の
最
終
年
度
と
な

る
平
成
30
年
度
に
お
け
る
進
捗

状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▼▼
問
合
せ
先

問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

／
町
企
画
財
政
課

　

企
画
調
整
係

　

企
画
調
整
係

☎
52
１
１
１
２

☎
52
１
１
１
２

第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
の
「
前
期
基
本

計
画
」
の
達
成
状
況
や
社
会
状
況
等
の
変
化

を
受
け
て
改
訂
し
た
「
後
期
基
本
計
画
」
の

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
30
年
度
の
達
成
状
況

に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
７
割
の
項
目
で

目
標
値
を
達
成
も
し
く
は
現
状
値
よ
り
改
善

が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
残
り
３
割
に
つ
い
て

は
現
状
値
と
同
等
も
し
く
は
現
状
値
か
ら
後

退
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
よ
り
「
第
６
次
高
畠
町
総
合

計
画
」
が
始
動
し
ま
し
た
が
、
第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
未
達
成
に
終

わ
っ
た
目
標
、
ま
た
積
み
残
し
た
課
題
に
つ

い
て
は
、
継
続
的
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
６
次
総
合
計
画
の
中
で
指
標
が
変
わ
っ

て
も
、
継
続
し
て
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

86
指
標
の
う
ち
、
す
べ
て
の
指
標
に
つ
い
て
、
次
の
４

つ
の
区
分
に
よ
り
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

◆
５
年
後（
平
成
30
年
度
末
）の
目
標
値
に
達
成

　

平
成
30
年
度
末
の
実
績
値
が
、
目
標
値
に
達
し
た
場
合

◆
現
状
値
（
※
）
か
ら
改
善

　

平
成
30
年
度
末
の
実
績
値
が
現
状
値
か
ら
改
善
し
、
数

値
を
伸
ば
し
て
い
る
場
合

◆
現
状
値
と
同
等

　

現
状
値
か
ら
数
値
が
伸
び
ず
、
現
状
値
と
同
等
で
あ
っ

た
場
合

　
（
活
動
等
の
実
績
が
あ
る
場
合
に
限
る
）

◆
現
状
値
よ
り
後
退
・
実
績
な
し

　

現
状
値
よ
り
後
退
し
た
場
合
や
、
新
規
件
数
や
実
績
が

な
か
っ
た
場
合

※
現
状
値
＝
平
成
24
年
度
末
の
数
値

達
成
状
況
の
評
価
区
分

達
成
状
況
の
概
要

　
「
５
年
後
（
10
年
後
）
の
目
標
値
に
達
成
」

し
た
指
標
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
７
指
標
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、「
現
状
値
か
ら
改
善
」

し
た
指
標
が
10
指
標
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
現
状
値
と
同
等
」「
現
状
値
よ
り
後
退
・

実
績
な
し
」
と
な
っ
た
指
標
が
、
合
計
で
３

指
標
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
者
数
、
認
定
者
数
、
登
録
団
体
数
を

目
標
値
に
し
て
い
る
指
標
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
Ｐ
Ｒ
不
足
等
の
影

響
に
よ
り
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
原
因

が
国
、
県
等
の
施
策
の
影
響
に
起
因
す
る

も
の
も
あ
る
。

◆
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
国
内
経
済
の
景

気
回
復
が
地
域
産
業
の
振
興
に
は
う
ま
く

結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
企
業
活
動
に
関
す

る
指
標
が
停
滞
傾
向
に
あ
る
。

未
達
成
指
標
に
お
け
る
特
徴
的
要
因

事
業
成
果
の
総
括

　

第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

画
の
終
了
に
伴
い
、
指
標
の
達
成
状
況
も
踏

ま
え
つ
つ
、
指
標
に
は
表
れ
て
い
な
い
事
業

全
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
施
策
ご
と
に

評
価
し
な
が
ら
、
５
年
間
全
体
の
成
果
や
課

題
に
つ
い
て
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
総
括

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
指
標
の
達
成
状
況
と

あ
わ
せ
て
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
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「たかはた未来創生総合戦略」の取組みに対する検証について（平成 30 年度分）
▶▶問合せ先問合せ先／町企画財政課企画調整係　☎（52）１１１２／町企画財政課企画調整係　☎（52）１１１２

　本戦略は、人口減少社会や少子高齢社会にあっても、将来に向けて希望が持てるまちづくりを推し進める
ため、平成 27 年 11 月に策定した計画です。なお、本戦略の対象期間は、平成 31年度までとなっており、
今回は実施期間４年目にあたる平成 30年度における進捗状況を検証したものをお知らせします。
※具体的な取組みについての状況は、町ホームページに掲載しておりますので、併せてご覧ください。

●  　基本目標ごとの進捗状況について　  ●

　この町の未来を担う若者がこの町で暮らし続け、結
婚を望み、安心して子どもを生み育てられるよう、子
育て支援や環境整備を進める取り組みを実施した。
　住宅施策では、若者定住支援を積極的に展開したこ
とにより、町外転入世帯計８件の若い世帯による定住
が図られた。
　また、子育てしやすい環境づくりでは、３年目を迎
えた「子育て世代包括支援センター」において、利用
者に対してのアンケート調査等を行い、ニーズの掘り
下げや把握を行いながら、妊娠期から子育て期にわた
り切れ目のない支援を実施した。さらに、保育料軽減
事業などの継続、課題を
抱える児童生徒への学
習支援や居場所の提供
等、細やかな支援を実施
し、子育て世帯への負担
軽減策を展開した。

　商工業分野においては、新事業活動推進サポート
や創業支援・新ビジネスモデルチャレンジ事業等に
より起業・創業者や既存企業の新たな取り組みへの
支援を行い、地域経済の活性化につながる取り組み
を行った。
　農業分野においては新規就農者や次世代農業者へ
の各種支援を行い、４人が新規就農するとともに、
大都市圏での販促活動を積極的に展開し、町内農産
物のブランド化推進の取り組みを進めた。
　また、近隣自治体との連携による事業や、インバ
ウンドに関する外部関係者を町内に招聘し商談会を
行う等、食に重点を置
いた観光振興の取り組
みを進めた。

　住民主体による「居場所づくり」事業で開設された施
設である地域の茶の間においては、平成 30年度に新た
に高畠地区にも開設され、町内４か所となった。居場所
としての機能だけでなく高齢者をはじめ子どもの利用も
あるなど多世代間の交流の場としても機能している。
　また、各地区において、地域の特色を活かした行事
を開催したことにより地域資源の大切さを地元住民が
学ぶ機会の創出を図った。
　防災については、防災セミナーや防災出前講座によ
り自主防災組織の重要性について啓発し、平成 30年度
中に新たに４つの集落で自主防災組織が設立された。
　空き家対策については、空き家バンク制度により、
空き家の所有者や管
理者と住宅購入希望
者とのマッチングを
行い、空き家の活用
を図った。

　町内商店街とタイアップして各種支援事業の活用に
よる事業・イベントを実施し、賑わいの創出と次世代
経営者の育成を図った。
　また、人材育成基金を活用し、次世代を担う若手を
対象に国内研修事業や人材育成事業を行った。
　地方創生事業である「熱中小学校プロジェクト」で
は、姉妹校が全国各地に 12校が展開するなど、交流
人口の拡大につながっている。
　ハード面においては、旧第四中学校をインキュベー
ション施設として改修整備し、平成 30年度内に１社
の入居があった他、東北中央道スマートインターチェ
ンジの設置推進に関
しては、地盤調査解
析業務や交差点設計
業務等を行い、生活
交通ネットワーク利
便性向上の推進を
図った。

基本目標１：
「たかはた」の未来を担う若者応援

基本目標２：
「たかはた」の資源を活かした産業・雇用の創出

基本目標４：
「たかはた」への多彩なひとの流れをつくる

基本目標３：
未来につなぐ安全・安心な「たかはた」らしい環境の実現
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まちの話題 あれこれ

　10 月 20 日㈰に新町立図書館で、お父さんの読み
聞かせ講座が開催されました。
　9組の親子が集まり、講師の先生から「目で読む、
心で読む、体で読む」読み聞かせを学びました。子ど
もたちは、本の世界に入り込んで、登場人物と一緒に
どきどきわくわくしながら大喜び。参加したお父さん
たちからは「父親ならではの読み聞かせの良さを知る
ことができた」と感想がありました。これからも親子
でたくさんの本に触れ合ってください。

種目 １位 ２位 ３位

一般男子 50km 川 野 将 虎
（ 東 洋 大 ）

【日本新記録】
3時間 36 分 45 秒

丸 尾 知 司
（ 愛 知 製 鋼 ）

小 林 　 快
（新潟アルビレックスランニングクラブ）

一般女子 50km 𠮷 住 友 希
（船橋整形外科）

【大会新記録】
4時間 27 分 51 秒

園 田 世 玲 奈
（ Ｎ Ｔ Ｎ ）

倉 原 菜 摘
（ 熊 本 大 ）

一般男子 20km 古 賀 友 太
（ 明 治 大 ） 1時間 21 分 59 秒

鈴 木 勝 治
（山梨学院大）

山 本 龍 太 郎
（山梨学院大）

一般女子 20km 河 添 香 織
（自衛隊体育学校） 1時間 34 分 48 秒

道 口 　 愛
（自衛隊体育学校）

矢 来 舞 香
（ 中 京 大 ）

一般女子 10km 根 本 侑 実
（SNE Athletes） 49 分 55 秒 志 々 田 朝 稀

（びわこ成蹊スポーツ大）
尾 内 夏 輝
（日本女子体育大）

高校男子 10km 村 越 優 汰
（ 横 浜 ） 44分 48 秒 高 島 捺 綺

（嶺南学園敦賀気比）
石 戸 瑠 汰
（ 東 京 実 業 ）

高校女子 5km 磯 部 あ ゆ
（十日町総合） 24分 14 秒 岡 本 瑠 香

（大阪府立大塚）
岩 波 知 佳
（ 輪 島 ）

中学男子 3km 大 浦 晟 太 郎
（ 高 畠 ） 18分 32 秒 中 川 琉 偉

（ 高 畠 ）
小 笠 原 慈 恩
（ 高 畠 ）

中学女子 3km 遊 馬 歩 翔
（ 城 南 ） 16分 40 秒 渡 部 莉 奈

（ 高 畠 ）
岩 波 和 紗
（輪島ｼﾞｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌﾞ）

　第 58 回全日本 50㎞競歩高畠大会が 10 月 27 日㈰に開催されました。今年は、
東京 2020 オリンピック日本代表選手選考競技会も兼ねており、全国からたくさん
の選手が出場し日本代表の座をかけて健脚を競いました。
　一般男子 50㎞競歩では川野将虎選手（東洋大）が日本記録を大幅に更新して優
勝し、日本代表選手の内定を勝ち取りました。おめでとうございます！

業対抗ビーチボール大会企

　11 月 10 日㈰、町営体育館で社員・職員の健康体
力づくりのため、第３回企業対抗ビーチボール大会が
開催されました。町内企業から９チームが参加し、珍
プレーが飛び出すなど大会は大盛り上がり。白熱した
戦いが繰り広げられ、企業同士の親睦がより深まりま
した。結果は次のとおりです。
◆１位　高畠を愛し高畠に愛された男たち（町役場）
　２位　セゾンファクトリー
　３位　寄清堂印刷Ａ・島津板金Ａ

みメンになろう！読

！日本新記録！祝！東京オリンピック内定!!祝
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　７月から 10 月までの期間で実施した「エコドラ

イブ・チャレンジ 2019」。町内在住の方やお勤めの

方 287 人にご参加いただきました。

　記録的な猛暑だった前回に比べ涼しかった今年

の夏、みなさん工夫してエコドライブに取り組み、　　

23 人がカタログ燃費を超えるという素晴らしい結

果となりました！その中でも燃費達成率が高かった

上位 10人をご紹介します。

エコドライブ・チャレンジエコドライブ・チャレンジ 2019 2019 結果発表結果発表！！

　　佐藤  春子  さん　　　　燃費達成率…86.9％燃費達成率…86.9％　
カタログ燃費：30.00km/ℓ　計測燃費：26.08km/ℓ　

参加した方に工夫したことをお聞きしました

No. お名前 燃費達成率
1 府野　太郎 124.4%
2 金子　昭一 118.2%
3 渡部　崇久 116.1%
4 鈴木　祐介 114.8%
5 三浦　直人 112.2%
6 吉川　和宏 111.0%
7 皆川　佳代 109.6%
8 安部　実 106.5%
9 長岡　英昭 105.5%
10 髙橋　甚市 104.5%

燃費達成率上位 10 人（敬称略）

参加者数：287 人
（前回より 53 人増）
記録表提出：256 人
（前回より 53 人増）

○参加者数

▶問合せ先／町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

○エコドライバー認定式&
賞品抽選会を行いました！

　11 月 13 日（水）、浜田広介記念館でエコドライ

バー認定式と賞品抽選会を行い 102 人が参加し

ました。エコドライバーに認定された方へ認定証

をお渡ししたほか、参加者の間で情報を共有する

「シェアタイム」や「クイズ」を通して、エコド

ライブのコツなどを楽しく学びました。自転車や

たかはたブランド詰め合わせなどの賞品をかけた

抽選会では、抽選の度に大盛り上がりを見せ、大

変楽しい会となりました。

　自分の車でエコドライブをしながら燃費を計

測し、車のカタログ燃費にどれだけ近づけられ

るか挑戦するものです。

　給油するごとにガソリンを満タンにし、総走

行距離と給油量を記録して燃費を計測します。

計測した燃費とカタログ燃費を比較して出した

燃費達成率に応じ、エコドライバーを認定しま

す。

エコドライブ・チャレンジとは？

○燃費達成率

100％以上 … 23 人
90％以上 … 23 人
80％以上 … 71 人
70％以上 … 75 人
70％未満 … 64 人

　　蓮沼  康平  さん　　　　燃費達成率…87.5％燃費達成率…87.5％　
カタログ燃費：13.40km/ℓ　計測燃費：11.72km/ℓ　

急発進しないようにしたり、先の信号が
赤の時に余裕をもって止まれるよう、ス
ピードを出さないようにしたりしました。

あまり暑くない日はエアコンを使わずに、
窓を開けて風を入れていました。

を
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INFORMATION from TAKAHATA

      2019.12

注 意

火災の多い季節です
問高畠消防署　　　　　　　　　☎（52）１５０５

年末・年始は休日が多く、家を留守にしたり、事
業所も無人になりがちです。火の元には十分注

意してください。無火災で年末年始を過ごすため、以
下の点に注意しましょう。

○家庭では・・・
・外出時や寝る前には、必ず火の元を確認しましょう。
・暖房器具は定期的に点検を行い、調子の悪い器具は
専門業者に見てもらいましょう。

・子どもの火遊びに注意しましょう。
○事業所では・・・
・人の出入りの多くなる事業所では、繁忙のために火
の取扱いがおろそかになりがちです。巡視体制を強
化するとともに、避難誘導が円滑に行われるよう、
従業員一人一人の役割を明確にしましょう。

・年末・年始が休日になる事業所では、定期的に巡視
を行いましょう。

募 集

パブリックコメントを
募集します
問町建設課都市計画係　　　　　☎（52）４４８１

高畠町都市計画マスタープランの見直し作業を
行っています。その原案について町のみなさん

のご意見を反映するため、以下のようにご意見を募集
します。

▶募集期間／ 12 月 16 日㈪～ 12 月 27 日㈮
▶対象者／町内在住・在勤または在学の方
▶閲覧場所／町建設課（役場２階）、町総合交流プ
ラザ、屋代地区公民館、糠野目生涯学習館、町HP

▶提出方法／閲覧場所に据置する所定の用紙または、
任意の用紙にご意見と住所・氏名等をご記入のう
え、閲覧場所窓口または建設課へご提出ください。

▶問合せ・提出先／町建設課都市計画係
　〒 992 － 0392　高畠町大字高畠 436 番地
　☎（52）４４８１／ FAX（52）１５４３

お知らせ

問町福祉こども課地域福祉係   　 ☎（52）３５６４

町では、町民の方の雪に関する相談窓口を、高畠
町建設組合に委託しています。雪下ろしや除排

雪についてお困りの方はご相談ください。雪下ろしや
除排雪にかかる費用は個人負担となります。
▶期間／ 12 月 16 日㈪～令和２年３月 16 日㈪まで
▶受付時間／
　平日 9時～ 12 時、13 時～ 16 時（土日祝除く）
▶相談窓口／
　高畠町建設組合（町商工会館内）　   ☎（52）２５３１

冬期間の屋根の雪下ろしや
除排雪についての
相談窓口の設置について

注 意

油の流出事故にご注意ください !
問町生活環境課衛生係　　　　　☎（52）１５９６

≪油流出事故を防ぐには≫
◎ホームタンクなどからの給油中は絶対にその場
　を離れない
◎タンクや給油管などは定期的に点検する
◎落雪や除雪時に配管が破損しないよう注意する

冬期間は灯油を使う機会が多くなり油流出事故も
多く発生し、社会生活に大きな被害を与えてい

ます。油の取扱いには、細心の注意を払ってください。

☆油流出事故を起こしたり発見した場合は、町生活環
　境課または消防署、警察へ速やかにご連絡ください。
☆油流出事故の処理に使用した物品等は、現物補償し
　ていただくことになります。
☆油流出事故による農業等の被害が発生した場合は、
　損害賠償請求される場合があります。

◎都市計画マスタープランとは、土地利用や都市
施設の整備を行うための方針を明示する基本的
な指針です。
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高畠町からのおしらせ

　　2019.12

人権は、人間が人間らしく生きる権利です。「人権
デー」（12 月 10 日：世界人権宣言採択日）を最

終日とする１週間が、「人権週間」です。
≪人権相談を開催します≫

どんなことでも、なんでもお気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。
▶日時／ 12 月４日㈬９時～ 15 時
▶場所／町老人福祉センター
　上記以外の日でも、
みんなの人権１１０番　０５７０（００３）１１０みんなの人権１１０番　０５７０（００３）１１０

※通話料がかかります。

お知らせ

第 71回人権週間
12月４日㈬～ 10日㈫
問山形地方法務局米沢支局　　　☎（22）２１４８

お知らせ

飲酒運転撲滅
冬道の交通事故防止強化旬間
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

冬季は積雪や路面凍結、悪天候時の視界不良等に
より道路環境が著しく悪化し、交通事故が多発

する時期です。５分早めの行動で、ゆとり運転を心が
けましょう。また、12月は飲酒の機会が多くなります。
職場や家庭でも飲酒運転を絶対に「しない・させない・
許さない」を徹底しましょう！ 発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 49（－26） 1（±0） 75（－34）

南陽市 98（－12） 2（＋1） 121（－16）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

  2019年１月から10月末までの交通事故発生状況

【運動の重点】
◇飲酒運転の撲滅
◇ブラックアイスや積雪路面でのスリップ事故防止
◇夕方、夜間の横断歩行者事故防止

【交通事故防止のための具体的行動】
〔運転者〕
○飲酒運転を絶対に「しない、させない、許さない」
意識の徹底
○路面状況に応じた安全運転の徹底
○こまめな切り替えによるハイビームの積極活用
〔歩行者〕
○道路横断時は、手や旗でしっかり意思表示し、横断
開始時と横断中の２度確認を徹底
○夕暮れ時からの外出は、目立つ明るい色の衣服と夜
光反射材の着用

12 月 11 日㈬～ 20 日㈮

問町建設課建築住宅係　
　　　☎（52）４４８１

募　集

特定公共賃貸住宅入居者募集

▶入居資格／①前年の収入月額が 15 万８千円以上 48 万７千円以下であること
　　　　　　②申込者および家族が暴力団員でないこと
▶敷金／入居時家賃の３か月分　▶募集期間／ 12 月５日㈭～ 13 日㈮　▶入居予定時期／令和２年２月中旬頃
▶選考方法／申込者が公募戸数を上回った場合は抽選で決定いたします。
▶申込方法／建設課備付の申込書に必要事項を記入し、平成 30 年分の源泉徴収票（自営の方は確定申告書）を
　添えて申し込みください。

名称・所在地 戸数 構 造 等 家賃（月額）※収入に応じて

特定公共賃貸住宅弥生団地Ｃ棟２号室
・高畠町大字高畠510番地の１

１戸
（３DK）

木造２階建　70㎡
（平成10年度建設） 45,000円～59,000円
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募 集

年末大掃除講座！

ガンコな汚れもピカピカに！換気扇のベタベタが
あっという間に取れる！手荒れの心配もない石

けんでナチュラルクリーニング体験してみませんか？
土鍋を使ったカンタン試食メニューもあります！

▶日時／ 12 月 17 日㈫ 10 時～正午
▶場所／町中央公民館２０１研修室
▶参加費／ 300 円　▶定員／ 30 人（先着順）
▶申込締切／ 12 月 12 日㈭
▶申込・問合せ先／町生活環境課環境係　
▶その他／託児あり（無料）。お早目に申し込みください。

問町生活環境課環境係　　　　　☎（52）１２１５

～ベタベタ汚れがカンタンにピカピカ♪～～ベタベタ汚れがカンタンにピカピカ♪～

たかはたかんきょう塾
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